童話 時代のう す 明りの 中に、 一人の 老人と 一頭の 

うさぎ したき リ すずめ 

兎と は、 舌 切 雀の かすかな 羽音 を 聞きながら、 しづ 

ものう 

かに 老人の 妻の 死 を なげいて ゐる。 とほく に 懶ぃ響 

を 立てて ゐ るの は、 鬼ヶ島へ 通 ふ 夢の 海の、 永久にく 

づれる 事の ない 波で あらう。 

老人の 妻の 屍膨を 埋めた 土の 上に は、 花の ない 桜の 

こまか 

木が、 ほそい 青銅の 枝 を、 細く 空に のばして ゐる。 そ 

ただよ 

の 木の 上の空に は、 あけ 方の 半透明な 光が 漂って、 

といき 

吐息 ほどの 風 さへ ない。 

やがて、 兎 は 老人 をいた わりながら、 前足 を あげて、 

海辺に つないで ある r 一艘の 舟 を 指さした。 舟の 一 つ は 



あげて、 海の 上へ 眼 を やった。 

くもりながら、 白く 光って ゐる 海の 上に は、 二 頭の 

4r もむ ろ 

獣が、 最後の 争 ひ をつ づけて ゐる。 除 に 沈んで 行く 

黒い 舟に は、 狸が 乗って ゐ るので はなから うか。 さう 

して、 その 近くに 浮いて ゐる、 白い 舟に は、 兎が 乗つ 

てゐ るので はなから うか。 

老人 は、 涙に ぬれた 眼 を かがやかせて、 海の 上の 兎 

を扶 ける やうに、 高く 両の手 を さしあげた。 

か ひが ら 

見よ。 それと 共に、 花の ない 桜の 木に は、 貝殻の や 

うな 花が さいた。 あけ 方の 半透明な 光に あふれた 空に 

きん 

も、 青ざめた 金い ろの 日輪が、 さし 昇った。 
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